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１．専従者給与

（１）　青色専従者として認められるのかどうか？
　
・�Ａ牧場の長男は昨年の10月、勤めていた会社
を退職し、翌年の3月から酪農に従事すること
になった。
・�しかし勤めた会社で後任が見つからなかった
ことから、1年間はアルバイトで午後１時～5
時まで働き、年間96万円のアルバイト料を受
け取っている。
・�税務署には「青色事業専従者給与に関する届
出書」を提出している。

　この場合、残念ながら青色事業専従者給与とし
て認められない可能性が高いでしょう。青色事業
専従者給与として認められる要件の一つに「その青
色申告者の営む事業に専ら従事していること」があ
ります。かりにほぼ毎日アルバイトで午後１時～ 5
時まで働いている場合には、Ａ牧場の事業に「専ら
従事」しているとは言い難く、長男に給与を支給し
ても青色事業専従者給与として必要経費にするこ
とが認められないことになります。
　青色事業専従者に副業が一切、認められないか
と言えば、必ずしもそうではありません。その年
を通じて 6か月を超える期間従事すれば良く、た
とえば農閑期などに短期間アルバイトするだけで
あれば、青色事業専従者給与として認められる可
能性があります。また、このケースのように年の
途中から事業に従事した場合には、事業に従事す
ることができる期間の 2分の 1を超える期間従事
すれば良いことになっています。

（２）　副業と見なされる基準は？
　副業がある場合に青色事業専従者給与として認
められなくなるかどうかは、基本的には副業の収
入が多いか少ないかではなく、従事する時間が基
準となります。副業に長時間従事している場合に
は、青色申告者の営む事業に「専ら従事」している
とは言えないからです。

２　家事消費

（１）家事消費で計上すべきものは？
　家事消費等とは、所得税では棚卸資産を家事の
ために消費したり、贈与したりすることをいいま
す。米や野菜などの農産物、牛乳などの畜産物も
棚卸資産になりますので、自家製の農畜産物を家
事用や贈答用とした場合には、家事消費等として
収入金額に計上することになります。
　ただし、野菜については自家消費だけのための
生産で販売がなく、種苗費等の費用を必要経費に
しないで家計費から支出している場合には、家事
消費金額を計上する必要はありません。

（２）　どれくらいの金額を計上すればよいのか？
　野菜などの家事消費について、家事消費の都度
計上していない場合は、年間の家事消費金額を独
自に見積もって年末に一括して計上します。この
場合、期末棚卸と同様、年末に一括して数量、単
価、金額を家事消費等として記載します。ただし、
野菜等の生鮮な農産物については家事消費等の金
額のみでよいことになっています。家事消費等の
単価について、収穫価額による時価単価で評価し
ますが、収穫価額は当該農産物の収穫時における
生産者販売価額により計算します（所基通41－ 1）。
具体的には、家事消費等の金額は、収穫年の販売
価額（市場等に対する出荷価格をいう。）の平均額に
よって計算してよいことになっています。

仕訳例：年末に一括して野菜の家事消費を計上する。
借方科目 税 金額 貸方科目 税 金額
事業主貸 不 65,560 家事消費高 課 65,560
　e酪農経営では、メニューから所得税申告書を呼
び出して、収入金額の内訳のタブで作目を選択し
て家事消費金額を入力するだけで、家事消費の仕
訳が自動で作成されます。
　なお、年末に一括して計上するのではなく、家
事消費の都度、数量や単価など帳簿に記録してい
る場合には、その棚卸資産の取得価額以上であれ
ば通常の販売価額の 70％で収入金額を計算するこ
とも認められています（所基通 39 － 1）。

専従者給与と家事消費に関するQ&A
　新しい一年が始まり、そろそろ決算の準備を始めることになりました。今月は、毎年多くの質問を頂く
専従者給与と家事消費に関する質問をまとめました。


